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ふるさと夏まつり

三ツ峠ふるさと

夏夏
まつり

2014

お問い合わせ先 西桂町役場　産業振興課　TEL 0555-25-2121

14：00～21：0014：00～21：00

14：00～　露店コーナー
ふぁふぁ（～19：00）
消防自動車・パトカー試乗体験（～17：00）

17：30～　ステージイベント
フラダンス ・ よさこい ・和太鼓 ・ ヒップホップetc

20：30～　花火大会
※スケジュールは、天候その他の事情により変更になる場合があります。
※駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。
■主催／三ツ峠ふるさと夏まつり実行委員会　■共催／西桂町・西桂町教育委員会

西桂中学校西桂中学校
グラウンドグラウンド

8/15金金
夏まつりは夏まつりは
浴衣でいこう

！
浴衣でいこう

！
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過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！

シリーズ防災⑦シリーズ防災⑦

シリーズ
防
災⑦

　西桂町では、国が発した噴火警報や緊急地震速報などの防災情報と、武力攻撃を
知らせる「弾道ミサイル情報」「ゲリラ・特殊部隊攻撃情報」などの国民保護情報
を受信する全国瞬時警報システム（J-Alert）の運用を平成 23 年４月から開始して
おります。J-ALERJ-ALERT（ジェイアラートT（ジェイアラート））とは、全国瞬時警報システム全国瞬時警報システムの通称です。
　武力攻撃や地震など対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に、通信衛星を
用いて国（消防庁）から出される緊急情報を受信し、町内に設置されている防災行
政無線及び戸別受信機を通じて住民の皆様に自動広報します。 国による情報覚知
から住民への伝達まで、時間的なロスを最小限にし、緊急時に迅速な行動がとれる
よう的確な情報伝達に努めてまいります。

全国瞬時警報システム
（JJ
ジェイ・アラートジェイ・アラート
-ALERT-ALERT）とは？

　平成 26 年 11 月下旬以降に、J-ALERT（ジェイアラート）による
全国一斉の緊急情報伝達試験を実施する予定です。詳しくはまたお知
らせいたしますので、その際はご協力お願いいたします。

緊急情報の伝達試験を行います

警報が出たら？
●●テレビやラジオをつけてください。
●●地震の場合は、周囲の状況に応じて、
あわてず、まず身の安全を確保してく
ださい。

●●指示に従い、屋内への避難、近隣の避
難所施設等へ
の避難をして
ください。
●●避難先、避難
方法、携行品
や戸締りの確
認をしてくだ
さい。

弾道ミサイル情報
　警報音：ブー警報音：ブー　　　（14 秒）
ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。
当地域に着弾する可能性があります。
屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてくだ
さい。

緊急地震速報
　警報音：警報音：ピロン ポローンピロン ポローン⤴⤴ピロン ポローンピロン ポローン⤴⤴
　
緊急地震速報。
大地震です。
大地震です。

放送例
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献血にご協力を！献血にご協力を！

西桂町役場☎ 25-2121　　教育委員会（YLO会館）☎ 25-2941　　いきいき健康福祉センター☎ 25-4000

　

病
気
や
交
通
事
故
な
ど
で
大
量

に
出
血
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
命
を

救
う
た
め
に
、
輸
血
用
の
血
液
が

必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
血
液
は
生
き
た
細
胞

で
あ
る
た
め
、
人
間
の
体
内
で
し

か
造
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
期
間

の
保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

患
者
さ
ん
の
命
を
ひ
と
つ
で
も

多
く
救
う
た
め
に
、
献
血
へ
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

日
時
日
時　
平
成
26
年
８
月
５
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

場
所
場
所　
い
き
い
き

　
　
　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
対
象　
16
歳
か
ら
69
歳

※
65
歳
以
上
の
方
の
献
血
は
、
60

歳
か
ら
64
歳
の
間
に
献
血
経
験

が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。　

※
降
圧
剤
服
用
中
で
も
血
圧
が
安

定
し
て
い
れ
ば
、
献
血
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
年
間
に
献
血
で
き
る
量
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
次

回
献
血
可
能
日
は
献
血
カ
ー
ド

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

献
血
の
ご
協
力
の

お
願
い

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
お
よ
び
ひ
と
り

親
医
療
費
助
成
の
受
給
者
は
、
毎

年
「
現
況
届
」・「
更
新
申
請
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

提
出
を
し
な
い
と
資
格
が
消
滅

し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

【
受
付
期
間
】　　

平
成
26
年
８
月
４
日
（
月
）
～

15
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
日
は
除
く

【
提
出
書
類
】

【
提
出
書
類
】　　

対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
ま
で

に
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

【
そ
の
他
】　　

平
成
25
年
度
分
の
所
得
が
未
申

告
の
方
は
、
必
ず
申
告
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
場
所
・
お
問
い
合
せ
先
】

【
提
出
場
所
・
お
問
い
合
せ
先
】

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

福
祉
保
健
課 

福
祉
係

●
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

●
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離

婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

（
18
歳
未
満
の
誕
生
日
の
属
す
る

年
度
末
ま
で
、
中
度
以
上
の
障
害

を
有
す
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
）

を
監
護
、
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
児
童
の
た

め
の
手
当
で
す
。

〈
受
給
資
格
者
〉

〈
受
給
資
格
者
〉

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
（
母
）
ま
た
は

養
育
者

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児

童
・
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら

Ｄ
Ｖ
の
保
護
命
令
を
受
け
た

児
童

・
未
婚
の
母
の
子

・
棄
児

　

た
だ
し
、
父
ま
た
は
母
、
養

育
者
ま
た
は
児
童
が
公
的
年
金

（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

や
、
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所

措
置
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
要
件
も

あ
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身

体
又
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の

障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
す
る
父
母
や
養
育
者
に

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
児
童
の
た
め
の

手
当
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
や
、
児

童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
、
児
童
が
児
童
福
祉

施
設
等
に
入
所
措
置
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
、
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
要
件
も
あ
り
ま
す
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度

助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
と
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
と
児
童
、
父
母
の
な
い
児
童

に
お
け
る
通
院
・
入
院
医
療
費

（
食
事
療
養
費
含
む
）
の
個
人

負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

〈
助
成
対
象
者
〉

〈
助
成
対
象
者
〉

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は

母
及
び
児
童

・
配
偶
者
の
な
い
養
育
者
及
び

そ
の
養
育
者
が
養
育
す
る
父

母
の
な
い
児
童

・
父
母
の
な
い
児
童

※
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
該

当
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
や
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
と
き
、
児

童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所

措
置
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、

助
成
さ
れ
な
い
要
件
も
あ
り
ま

す
。

「
児
童
扶
養
手
当
」・「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

お
よ
び
「
西
桂
町
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
金
受
給
者
証
」
の

更
新
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
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過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！

町からのお知らせ町からのお知らせ

　

不
慮
の
事
故
は
、
乳
幼
児
期
の
死

亡
原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
の
危
険
は
屋
外
だ
け
で
な
く
、

屋
内
で
も
化
粧
品
等
の
誤
飲
や
窒

息
、
浴
槽
で
の
溺
水
、
転
落
等
の
危

険
が
た
く
さ
ん
!!
み
な
さ
ん
の
お
う

ち
は
、
大
丈
夫
で
す
か
？

　

そ
こ
で
、
９
月
９
日
の
「
救
急
の

日
」
に
ち
な
ん
で
事
故
防
止
や
救
急

法
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
、
託
児
も
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
楽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

日
　
時
：
９
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

※
９
時
45
分
か
ら
受
付
を

　
　
　
　
　

行
い
ま
す
。

講
　
師

講
　
師
：
富
士
五
湖
消
防
署

　
　
　
　

消
防
士

場
　
所

場
　
所
：
い
き
い
き
健
康
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

参
加
費

参
加
費
：
無
料

申
込
先

申
込
先
：
い
き
い
き
健
康
福
祉

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー　

保
健
係

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
②

『
子
ど
も
の
事
故
防
止
及
び
救
急
法
』

　

消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
う
２
つ
の
給
付
金
の
申

請
手
続
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
で
申
請
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

【
申
請
期
限
】

　

平
成
26
年
10
月
１
日
ま
で

【
申
請
場
所
】

【
申
請
場
所
】

　
西
桂
町
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
受
付
時
間
】

【
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

【
持
ち
物
】

【
持
ち
物
】

　

①
申
請
用
紙

　

②
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
可
）

　

③
身
分
証
明
（
窓
口
へ
来
る
方
）

　

④
対
象
者
全
員
の
身
分
証
明

　
　
（
保
険
証
で
も
可
）

⑤
通
帳
（
申
請
書
に
記
載
し
た
口

座
の
通
帳
）

※
子
育
て
給
付
金
を
申
請
の
方
で
、

「
Ｂ　

児
童
手
当
振
込
口
座
」
を
選

択
し
た
場
合
は
通
帳
は
不
要
で
す
。

　

以
上
、申
請
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

　

な
お
、「
自
分
が
対
象
で
は
な
い

か
？
」
と
不
安
の
あ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

■
臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
福
祉
保
健
課　

２
５
―
４
０
０
０

　

■
子
育
て
臨
時
給
付
金

　
　
税
務
住
民
課　

２
５
―
２
１
２
１

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」・「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」
の
申
請
は
お
早
め
に
！

◆
全
国
的
な
風
し
ん
患
者
の
増
加
と
と
も
に
、
麻
し
ん
患

者
も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
隣
県
で
あ
る
神
奈
川
県
や
東

京
都
で
の
報
告
者
が
多
く
、
ま
た
市
町
村
で
の
Ｍ
Ｒ
接
種

状
況
を
み
ま
す
と
、
小
学
校
６
年
生
か
ら
の
接
種
率
が
低

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
住
民
の
健
康
維
持
及

び
増
進
の
た
め
助
成
事
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。

【
助
成
期
間
】

【
助
成
期
間
】

平
成
26
年
７
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

【
対
【
対  

象象  

者
】
者
】

　

小
学
校
６
年
生
～
49
歳
以
下

①
麻
し
ん
風
し
ん
の
い
ず
れ
も
か
か
っ
て
な
く
、
Ｍ

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
又
は
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
及
び
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
て
い
な
い
者

②
風
し
ん
は
か
か
っ
て
い
る
が
麻
し
ん
に
は
か
か
っ

て
な
く
、
今
ま
で
に
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
又
は
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
て
い
な
い
者

③
麻
し
ん
は
か
か
っ
て
い
る
が
風
し
ん
に
は
か
か
っ

て
な
く
、
今
ま
で
に
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
又
は
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し
て
い
な
い
者

＊
た
だ
し
、
大
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）
接

種
費
用
助
成
を
受
け
た
も
の
は
除
く

【
助
成
費
用
】

【
助
成
費
用
】

上
限
５
，
０
０
０
円
（
１
人
１
回
限
り
）

【
医
療
機
関
】

【
医
療
機
関
】

指
定
医
療
機
関
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
ご
不
明
な
点
は
、
西
桂
町
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
福
祉
保
健
課
保
健
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
又
は
、
母
子
手
帳
を
持
参
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
５
―
４
０
０
０　

麻しん予防対策ワクチン接種費用助成事業について
（麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチンの接種費用の助成）

　

平
成
25
年
５
月
に
行
政
の
諮
問

機
関
と
し
て
設
置
し
た
「
西
桂
町

民
総
合
調
整
審
議
会
」
よ
り
、
全

５
回
の
審
議
会
を
経
て
６
月
12

日
、「
西
桂
町
の
活
性
化
推
進
に

関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て
の
諮
問

に
対
す
る
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
様
々
な
委
員
の

視
点
に
よ
り
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
答
申
ま
で
辿
り
つ
き
ま
し

た
。
今
後
も
町
勢
の
向
上
発
展
を

目
指
し
審
議
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 西

桂
町
の
活
性
化
推
進
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て

西
桂
町
民
総
合
調
整
審
議

会
よ
り
答
申
さ
れ
ま
し
た
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西桂町役場☎ 25-2121　　教育委員会（YLO会館）☎ 25-2941　　いきいき健康福祉センター☎ 25-4000

町からのお知らせ町からのお知らせ

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

よ
り
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

ご
招
待
の
お
知
ら
せ

　

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
で
は
、

一
人
で
も
多
く
の
県
民
の
方
に
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
観
戦
し
て

も
ら
い
、
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
招
待
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

招
待
券
を
ご
希
望
の
方
は
、
教

育
委
員
会
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

日
時
日
時　
８
月
９
日
（
土
）

　
　
　

甲
府
Ｖ
Ｓ
仙
台

　
　
　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　

18
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

　
　
　
（
開
門
16
時
30
分
）

申
込
み
方
法

申
込
み
方
法　
教
育
委
員
会
に
お

い
て
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
そ
の
場
で
招
待
券
を
受

け
取
り
ま
す
。

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
請
者

１
名
に
つ
き
５
枚
ま
で
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
配
布
終
了
次
第
（
割

当
１
０
０
枚
）
に
な
り
締
切
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

受
付
期
間

受
付
期
間　
８
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

お
問
い
合
せ
先

お
問
い
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
担
当
小
山

～木造一戸建て住宅所有者の方で、～木造一戸建て住宅所有者の方で、
耐震診断を希望される方を募集します。～耐震診断を希望される方を募集します。～

　地震による住宅の倒壊などを防止し、災害に強
い安全なまちづくりの推進を図るため、町では木
造個人住宅の「耐震診断」を実施しています。
　希望する方の家に、「耐震診断技術者」を派遣
し調査を行い、町民の大規模地震に対する防災意
識と耐震対策を支援するものです。
○調査対象建物○調査対象建物（診断の対象は、次の条件をすべ

て満たすものです。）
１．昭和 56 年５月 31 日以前に着工された木

造在来工法で、建築された住宅
２．木造の個人住宅で２階建て以下の建物（長

屋及び共同住宅以外の建物）
３．所有者が町内に住所を有し、かつ、自らが

居住しているもの
○診断費用○診断費用　無料（耐震診断費は、町が全額負担

します。（一部国、県の補助金を活
用））

○募集戸数○募集戸数　５戸（申込順）
○申込期日○申込期日　９月３０日迄

※募集戸数が定数に満たないときは、申込期日を
延期しますので、お問い合わせください。

～ご利用ください～ご利用ください
耐震改修費の一部補助制度～耐震改修費の一部補助制度～

　町では、地震対策を推進するため、木造住宅の
耐震改修費の補助制度を設けております。
　補助の対象は、無料耐震診断の結果「倒壊又は
大破壊の危険あり」と判定された住宅を「一応安
全」となるまでの耐震改修工事を実施した場合に
限ります。
　また、耐震改修に係る設計費用に対しても補助
制度を設けました。
●補助制度の概要●補助制度の概要

１．町の無料耐震診断等を受けていること。
２．昭和 56 年５月 31 日以前に着工された在

来軸組構法の木造住宅（戸建、併用住宅）
３．補助の対象は、耐震診断の総合評点 0.7 未

満を総合評点 1.0 以上にする工事及びその
設計費。なお、建替えは補助対象ではあり
ません。

●補助金の額●補助金の額
１棟当たり対象金額の１／２の額（その金額が
60 万円を超える時は、60 万円）

●申込者●申込者
住宅の所有者（現にその建物に居住する方で所
有者の同意が得られる場合は居住者でも可）

調べよう！ 備えよう！ 「住まいの耐震性」「住まいの耐震性」

建設水道課　建設係お問い合わせ先

　

記
録
的
な
大
雪
と
な
っ
た
２
月
14

日
、
雪
害
に
み
ま
わ
れ
多
く
の
方
に

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
、
富
士
急
行
線
三
つ
峠
駅
で

列
車
の
運
行
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
帰

宅
が
困
難
と
な
っ
た
方
々
を
救
出
す

る
た
め
に
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
を
開
放

し
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
に
対
し
、
富
士
急
行
株

式
会
社
よ
り
、
感
謝
状
と
テ
レ
ビ
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
は
児
童
館
へ
設
置

し
、
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

富
士
急
行
株
式
会
社

よ
り
感
謝
状
・

テ
レ
ビ
を
寄
贈
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過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！

インフォメーションインフォメーション

こんな時利用してみては！利用の仕方あれこれ……こんな時利用してみては！利用の仕方あれこれ……

事業所名／平日営業時間 事 業 所 住 所 TEL　/　FAX
とまり樹
　　9：00 ～ 18：00 〒403-0001  富士吉田市上暮地 1-18-34 TEL：0555-22-8998

FAX：0555-22-9004
やさしい手
　　8：30 ～ 17：30 〒403-0004  富士吉田市下吉田 7-2-37 TEL：0555-30-4441  

FAX：0555-30-4440
富士吉田市福祉ホール指定通所介護事業
　　8：30 ～ 17：30 〒403-0004  富士吉田市下吉田 7-29-19 TEL：0555-24-2940  

FAX：0555-21-1162
あかね雲 
　　9：00 ～ 18：00 〒403-0005  富士吉田市上吉田 2452-2 TEL：0555-22-8617  

FAX：0555-22-8681
ニチイケアセンター富士吉田
　　9：00 ～ 18：00 〒403-0005  富士吉田市上吉田三枚畠6537 TEL：0555-30-4103  

FAX：0555-30-4105
セントケア富士吉田
　　9：00 ～ 18：00 〒403-0004  富士吉田市下吉田 5-22-1 TEL：0555-30-4087  

FAX：0555-30-4163
セントケア河口湖
　　9：00 ～ 18：00 〒401-0301  富士河口湖町船津 2091-2 TEL：0555-83-3551  

FAX：0555-83-3552

※なお、障害者の居宅介護サービスは、夜間のみならず日中も行っています。

　障害者福祉サービス（居宅介護）における利用料金については、お住まい
の市町村で負担することになります。本人が 18 歳以上で税金を納めていな
い（非課税）場合、原則として負担はありません。但し、18 歳未満の方や
課税されている方などは、上限１割負担をして頂く場合もありますので、詳
しくはお住まいの市町村にお尋ねください。

利用
料金

夜間　18：00 ～ 22：00　　☆おむつ交換・入浴・外出時の見守りなど
深夜　22：00 ～ 6：00　　☆おむつ交換など
早朝　 6：00 ～ 8：00　　☆身だしなみ・食事の準備・学校・保育所

などへの送り出しなど

利用
形態

【お問い合わせ先】
☆居宅介護サービスでわからないことは、お住まいの市町村の福祉窓口あるいは次の事業所に平日の

営業時間にご相談ください。

■朝が忙しいご家族に代わって、デイサービスのお迎え時間に合わせて、身支度などを
お手伝いします。また、ご家族が冠婚葬祭等でお出かけのときなどお世話をします。

■週に一度は “ 夜は安心してゆっくり休みたい ” ご家族のために、夜間のトイレ介助や
身体を清潔に保つ手浴・足浴等の部分浴のお手伝いをします。

■ご家族が離れて暮らしていたり、体調不良や用事で急に介護ができなくなったときの
お手伝いをします。

障害者が自分の好きな場所で安心して暮らすために
障害者福祉サービス（居宅介護）をご利用してみませんか？

富士北麓圏域障害者自立支援協議会

夜も支援できます！夜も支援できます！
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過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！

インフォメーションインフォメーション

その他　注意事項等
・道路状況等により変更

を生じる場合があり
ます。　　

・集団行動ですので時間
厳守でお願いします。

・アンケート用紙を配布
し、降車時回収しま
す。　　　

・筆記用具を持参して下
さい。

日　　時日　　時　　平成 26 年 10 月 19 日（日）雨天決行
　　　　　　富士吉田市職員駐車場　　９：００分出発予定・・・１８：３０分帰着予定
　　　　　　富士河口湖町職員駐車場　９：００分出発予定・・・１８：３０分帰着予定
場　　所場　　所　　大井川鉄道 SL 乗車（昭和初期に製造された蒸気機関車）
            　　※昼食は機関車内でとるため、参加者全員に事務局で用意致します。
申込方法申込方法　　往復はがきに、住所、参加者全員の氏名（ふりがな）・年齢、参加者人数、学校名、学年、参加

代表者の携帯番号を明記の上、１枚のハガキに１世帯でお申し込みください。
　　　　　　★１世帯で複数枚の申し込みは、１枚のみを有効として処理させていただきます。
　　　　　　　または、複数世帯での１枚の申し込みは、返却いたします。
申込期間申込期間　　平成 26 年８月４日（月）～８月 20 日（水）消印有効（抽選）キャンセルは再抽選します。
　　　　　　※参加決定者並びに抽選漏れの方に、返信ハガキでお知らせします。
募集人員募集人員　　400 名　（バス代、保険料及び入場料、昼食（弁当）は事務局が負担）
参加対象参加対象　　広域圏内在住の小学生児童・園児とその両親（親子同伴のみ参加可）
　　　　　　◎祖父母、叔父叔母、子供でも中学生以上は対象外です。（３～ 12 才を対象とします。）
　　　　　　・道路交通法改正に伴い座席はシートベルト着用が義務化。２歳以下は着用できないため参加で

きませんのでご留意下さい。
　　　　　　※申込書の不備、参加対象に違反する場合は抽選しませんのでご了承ください。
参 加 費参 加 費　　大人  1000 円　（参加費はバス乗車時に徴収します）
　　　　　　子供  500 円　（おつりが生じないようご用意ください）
　　　　　　◎ 10 月６日 ( 月 ) 以降のキャンセルはキャンセル料を徴収します。
申 込 先申 込 先　　〒 403-8599   富士吉田市下吉田六丁目２番６号
　　　　　　　　　　　富士五湖広域行政事務組合　振興課　親子バスツアー係　 TEL  ２３―５２７０

富士五湖広域住民交流ふれあい親子バスツアー
親子で楽しむ楽しいとき・親子で楽しむ楽しいとき・「大井川鉄道」体験乗車！

①富士吉田市職員駐車場前：バス 7 台 ( 富士吉田市・西桂町・忍野村・山中湖村～ 280 名募集 )
　　9：00 出発　→朝霧高原　→新富士 IC
②富士河口湖町職員駐車場：バス 3 台 ( 富士河口湖町・鳴沢～ 120 名募集 )
　　　　　　　　10：30 ～ 11：00
新東名高速　→　静岡 SA 休憩　　→　島田金谷　　→　
　　　　※ SL( 蒸気機関車 ) 体験乗車　　　　　　14：53　着
千頭駅　　　　　【大井川鉄道 SL 乗車・片道 80 分】　　　　　新金谷駅　→
　　　　　　　　　　( 機関車内にて昼食 )
　16：15 ～ 16：45
新東名高速・清水 PA 休憩　　→　新富士 IC　　→　朝霧高原　　→
　　　　　　　　　富士吉田市職員駐車場　　　18：30 頃到着
発着地　　→
　　　　　　　　　富士河口湖職員駐車場　　　18：30 頃到着

富士五湖広域住民交流ふれあい親子バスツアー旅程表

個人情報保護の観点から、名簿等連絡先は厳正に管理し、本バスツアーの実施に係る事業にのみ活用させていただきます。

奇数人で申込のご家族は機関車（バス）の座席が、相席となる場合がありますのであらかじめご了承下さい。奇数人で申込のご家族は機関車（バス）の座席が、相席となる場合がありますのであらかじめご了承下さい。
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西桂町役場☎ 25-2121　　教育委員会（YLO会館）☎ 25-2941　　いきいき健康福祉センター☎ 25-4000

インフォメーションインフォメーション

募 集 種 目 募集人員 資格 受付期間 
( 締切日必着 ) 試験期日 合格発表 待遇・その他

航空学生
海　約 70 名 

（うち女子若干名）
空　約 40 名 

（うち女子若干名）

高 卒（ 見 込 含 ）
21 歳未満の者

８月１日～
　　９月９日

１次９月 23 日 
２次 10 月 18 ～ 23 日 
３次 11 月 15 日 
　　～ 12 月 18 日

１次　　10月10日 
２次（海）11月12日 
２次（空）11月 ７日 
最終27年１月21日

入隊後約６年で３等海・空尉
初任給の月額（平成25年４月１日現在）159,500円 
昇給：年１回 
入学金、授業料はかかりません。 
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝具につ
いては貸与 
※注（１）枠外に記載

一般曹候補生

陸　約 2,100 名 
（うち女子約 80 名） 
海　約 1,000 名 

（うち女子約 40 名） 
航　約 750 名 

（うち女子約 80 名）

18 歳以上 27 歳
未満の者

８月１日～
　　９月９日

１次　９月 19・20 日 
※いずれか１日を指定
されます。 
 
２次　10 月９日～ 15 日 
※いずれか１日を指定
されます。

１次 10 月２日 
最終 11 月７日

入隊後２年９か月経過以降選考により３等陸・海・
空曹 
初任給の月額（平成25年４月１日現在）159,500円 
昇給：年１回 
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝具につ
いては貸与 
※注（１）枠外に記載

自衛官
候補生

男 子
陸　約 5,340 名 
海　約　895 名 
航　約 1,435 名

原則として受
付は、年間を
通じて行って
おります。 
 
〇 27 年４月
に入隊を希望
される方 
締切日：９月
９日（予定）

試験期日は受付時にお
知らせします。

合格発表日は試験時
にお知らせします。

所要の教育を経て、３ヶ月後に２等陸・海・空士
に任用 
陸上（技術系を除く）は１年９ヶ月、陸上（技術
系）・海上・航空は２年９ヶ月を１任期として任用

（以降２年を１任期） 
 
〇入隊時 
自衛官候補生手当（月額）125,500 円 
〇入隊後約３か月後、２士任官後支給 
自衛官任用一時金 176,000 円 
２等陸海空士（棒給）（平成 25 年４月１日現在）
159,500 円 
昇給：年１回 
手当：任期を満了した際の任用満期金 
　陸　：（２年間）540,000 円 
海・空：（３年間）890,000 円 
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝具につ
いては貸与 
※注（１）枠外に記載

女 子
陸　約 500 名 
海　約 80 名 
航　約 130 名

８月１日～
　　９月９日

９月 25 日～９月 27 日 
※いずれかの日を指定
されます。

11 月７日

防衛
大学校 
学生

推 薦

人文・社会科学専攻 
約 20 名 

（うち女子約５名） 
理工学専攻 
約 80 名 

（うち女子約５名）

高 卒（ 見 込 含 ）
21 歳未満の、成
績優秀かつ生徒会
活動等に顕著な実
績を納め、学校長
が推薦できる者

９月５日～
　　９月９日

９月 27・28 日 10 月 31 日

修学年限４年卒業後約１年で３等陸・海・空尉 
入学金、授業料はかかりません。 
 
学生手当：108,300 円（平成 25 年４月１日現在） 
期末手当：年２回 
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝具につ
いては貸与 
※注（１）枠外に記載

総 合 
選 抜

約 40 名
（うち女子若干名）
※人文・社会科学専攻及

び理工学専攻合わせて

高 卒（ 見 込 含 ）
21 歳 未 満 の 者 

（自衛官は 23 歳
未満）

１次９月 27 日 
２次 11 月１・２日

１次 10 月 17 日 
最終 11 月 28 日

一 般 
（ 前 期 ）

人文・社会科学専攻 
約 65 名 

（うち女子約 15 名） 
理工学専攻 
約 235 名 

（うち女子約 15 名）

９月５日～
　９月 30 日

１次 11 月８・９日 
２次 12 月９～ 13 日

１次　11 月 28 日 
最終 27 年１月 20 日

一 般 
（ 後 期 ）

人文・社会科学専攻 
約 10 名 

（うち女子若干名） 
理工学専攻 
約 30 名 

（うち女子若干名）

27 年
１月 21 日～
　１月 31 日

１次 27 年２月 28 日 
２次 27 年３月 13 日

１次 27 年３月６日 
最終 27 年３月 20 日

防衛医科大学校
医学科学生 約 80 名

高 卒（ 見 込 含 ）
21 歳未満の者

９月５日～
　９月 30 日

１次 11 月１・２日 
２次 12 月 17 ～ 19 日

１次　　12 月３日 
最終 27 年２月 18 日

修学年限６年、医師免許取得後２等陸・海・空尉 
学生手当：108,300 円（平成 25 年４月１日現在） 
期末手当：年２回 
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝具につ
いては貸与 
※注（１）枠外に記載

防衛医科大学校
看護学科学生 

（自衛官候補看護学生）
約 75 名 １次 10 月 18 日 

２次11月29日・30日
１次　　11 月 14 日 
最終 27 年２月６日

修学年限４年 
学生手当：108,300 円（平成 25 年４月１日現在） 
期末手当：年２回 
衣食住：宿舎無料、食事支給、被服類・寝具につ
いては貸与 
※注（１）枠外に記載

平成26度自衛官等募集案内平成26度自衛官等募集案内

※注（１）
休日：週休２日制、年次休暇 24日／年
保険：団体生命保険、団体傷害保険、生

命共済等
医療施設：自衛隊病院、隊内医務室等

自衛隊　大月地域事務所
住所：大月市御太刀２丁目８番 10号大月合同庁舎　　　電話：0554－ 22－ 1298
自衛隊山梨地方協力本部　募集課
住所：甲府市丸の内１丁目１番 18号甲府合同庁舎２階　電話：055－ 253－ 1591㈹
自衛官募集相談員です。　下山和男　25-3958
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人 口 と 世 帯
平成 26年７月１日現在

 男 　2,245 人 （ー２）
 女 　2,354 人 （＋１）
合計　4,599 人 （－ 1）
世帯　1,541世帯（＋１）
※住民基本台帳 ( 外国人含む )
に基づく人口と世帯数を掲載

行事予定・人のうごき行事予定・人のうごき
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フォトニュースフォトニュース

●6／20（金）母親クラブ
　６月は七夕の制作でした。短冊を作って笹に飾り

ました☆

　何種類か作って願い事や絵を書いて楽しみまし

た！

　次回は8月 8日（金）さくら公園で川遊びです！

皆さん一緒に夏の遊びを楽しみましょう　(^.^)/~~~

母 親 ク ラ ブ

児 童 館

●7/5(土) 七夕飾り作り
　昨年七夕飾りが好評でありましたので今回も親子

で参加をして頂きました。飾り付けの細かい作業や、

工夫した飾りもお互いに教えあい楽しい雰囲気で行

う事ができました。子ども達のほほえましい願いや、

大人の現実的な願いなど…！またお母さんの苦労を

ねぎらうメッセージを書こうとする子どもに『そん

な事書かなくていいから…』という母の声…楽しい

時間をすごす事ができました。来て頂いた大人の

方々の得意な技術も見る事ができ今後の活動にお願

いしたいと考えています。笹の準備・飾り作りのお

手伝いなどを、子育てを支援する会の方々に協力し

て頂きました。今後も児童館活動へのご理解とご協

力を宜しくお願い致します。

☆英語であそぼう☆

毎月最終木曜日に ALT のクリス先生に来

ていただき、ゲームをしたり一緒に遊んだ

りしてもらっています。「今日は何するの

かな？」などと話しながら子ども達も楽し

みにしているようです。“児童館だより”

にて日時のお知らせをしていますので皆さ

ん来て下さいね～　!(^^)!

保 育 所

●6／11（水）虫歯予防教室
　食育改善推進グループの方々 ･歯科衛生士さんの

ご協力のもと、虫歯予防教室が行われました。子ど

も達に解りやすくエプロンシアターなどを用いて、

歯の健康について学ぶことができました。

●6／13（金）園外保育
　3歳以上児の園外保育が行われ、年長児は三つ峠

のさくら公園まで行きました。年中 ･少児は富士河

口湖町のちびっこ広場まで行きました。天候にも恵

まれ、澄んだ空気の中たっぷり自然に触れ、美味し

いお弁当をいただき楽しいひと時を過ごしました。

21日（土）には、つぼみ園の親子園外保育も行われ、

「ちびっこ広場」でゲームを楽しみ、おやつを頂く

など、親子で沢山触れ合うことができました。

子ども達大喜び！

　保育所では日頃町内をお散歩しています。その中でも、

線路沿いから富士急行線の電車を見ることを楽しみにし

ています。そんな子ども達の様子を見て、本町の芦澤茂

義さんが子ども達のために手作りの木製ベンチを作って

下さいました。子ども達は大喜びで、使用させていただ

いています。本当にありがとうございました。

●6／25（水）プール開き
　プール開きがありました。子ども達の楽しみにし

ている季節となり、水遊びの約束をしっかり学んで、

今年もダイナミックに夏ならではの遊びを満喫した

いと思います。

●6／27（金）･28（土）お泊り保育
　年長児お泊まり保育が行われました。カレー作り

･全体活動 ･ナイトハイクに泡露天風呂など楽しみ

にしていたことが盛りだくさん！友達、保育士との

距離も縮まり、信頼関係も深まりました。友達と助

け合い、協力することが自然とできる雰囲気の中で、

お家の人から離れて過ごす不安も知らず知らずの内

になくなっていたようでした。

フィットネス

　今年度より保育所では、フジヤマフィットネス･ビィー

ナスライフ･マネージャーの天野健一先生を講師に招き、

「子どもが楽しめる運動遊び」の取り組みを年少 ･2歳児

対象に始めました。南都留郡保育内容研究会では、平成

24年度より近年の子ども達の運動能力の低下に着目し、

「たくさん遊ぼう、楽しく遊ぼう！」をテーマに研究を

進めています。その研究が園でより浸透し、子ども達が

楽しく体を動かす習慣が身についていくよう、天野先生

にご協力いただき今後取り組んでいきます。
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